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公益社団法人 福井県観光連盟

（福井県DMO）
観光地域づくりマネージャー

佐竹 正範

FTAS（DMP）構築と
AIを活用した観光事業者支援



1973年 10月17日 生まれ
出身 ：福井県あわら市
大学時代：神戸
社会人 ：東京（北海道）
現在 ：福井県 & 沖縄（やんばる）
趣味 ：サーフィン

2000年にヤフー（株）に入社。広報、ブランドマーケティング、CSR等を担当し、東日
本大震災以降は、ITを活用した地域活性化を担う地方創生プロデューサーとして自治体を
サポート。2015年より、内閣府などが後援する「ふるさと名品オブ・ザ・イヤー実行委
員会」の幹事長を務め、地域商社協議会の運営なども行なっている。2016年より3年間、
総務省の地域おこし企業人として北海道美瑛町に出向し、政策調整課長補佐として地域
DMO「丘のまちびえいDMO」の立ち上げを行い、同DMOのCMO（Chief Marketing 
Officer）として従事。独自CRMの構築を行うなどしてデータオリエンテッドなDMO戦略
を推進し、観光によるまちづくりを展開。2020 年に紀尾井町戦略研究所（株）に転籍。
2021年8月から公益社団法人福井県観光連盟に出向し、福井県の観光地域づくりマネー
ジャーとして、観光で「稼ぐ」地域づくりを推進する福井県の観光振興の旗振り役とし
て活動中。 2025年4月から沖縄県のやんばる地域のDMO設立支援も行っている。

公益社団法人 福井県観光連盟（福井県DMO）

観光地域づくりマネージャー

（紀尾井町戦略研究所株式会社からの出向）
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佐竹 正範





ー 福井県観光DXコンソーシアム ー

公益社団法人福井県観光連盟
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稼ぐ観光地域づくりを目指して



あるべき姿

現状把握

戦略

アクション

アクション
・・・

・
・
・

戦略
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PDCAを回す

稼ぐ観光を目指して

観光プレイヤー支援

ポジショニングの考え方を
観光の領域にあてはめてみると

稼ぐ観光地域づくりを目指して



RESAS
データ消費データ

移動データ
移動データ 消費データ消費データ

データ収集

データの可視化

データ活用

アンケートデータ
宿泊データ 決済データ

気象データ

FTAS
データポータル

地域DMOなど
エリアでのPDCA

……
❸県内90エリア390ポイント
観光客アンケート情報
（リアルタイム）

インサイト
データ

・データを活用した販売促進の
PDCAを支援

・行政や観光事業者への基礎的な観光
マーケティングデータを提供し、新商品開発
や商品の磨き上げ、販売などの支援

（可能な限りオープンデータ化）

…

福井県観光連盟のデータ Code for JAPAN/B.inc/basicmathなどとともに開発

新たに収集していくデータ 連携可能性を探るデータ オープンデータ活用の取り組み

「稼ぐ観光」に向けた、データ収集とデータ活用

Yahoo! JAPAN

などビックデータ

観光予報プ

ラットフォーム
データ

データ連携、分析オープンデータ化
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広告パフォー

マンスデータ

入込データ

エリア毎、事業者毎
に見える化や分析

事業者毎のPDCA

下記と連携した

コンサルティングサービス
の仕組みづくり

産業支援センター
まちづくり会社

コンサルティング会社
など

❷PMS/SCの
宿泊実績や予約

データ
（リアルタイム）

❺Googleビジネなどの
インサイトデータ❹❺お土産のPOSや

ふくいdeお得クーポン
決済データなど

❶AIカメラを活用し
たセンサーデータ
（リアルタイム）

イベント

・アイデアソン、ハッカソンなど開催
しながら、人材開発や育成
・説明会を実施しながらデータの
利用促進

リアルタイムな定量データ収集 タイムリーなPDCA
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アンケートデータのオープンデータ化

県内７０エリアに、ユニークなQRコードを設置し、
アンケートに答えてくれたら、
抽選でプレゼントをするキャンペーン展開

2022年４月28日開始

（2026年1月20日時点）

アンケート収集数

88,664件

アンケートデータ

GitHub上に

オープンデータ化

アプリを開発して見える化（日次更新）

トレンド分析

簡易分析
回答数推移

コメントマップ

満足度ランキング

コメント新着順

高感度ランキング

福井県に求めるもの

ワードクラウドコメント検索

観光滞在時間

リピート意向ランキング

観光マーケティング分析ツール（月次更新）

・観光目的分析
・観光客分析
・観光満足度分析
・観光誘客分析
・宿泊分析
・移動手段分析
・口コミ情報

2022年度〜

2024年度〜

（過去のデータ）
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宿泊事業者：ダイナミックプライシング
周辺事業者：仕入れや人員手配
観光協会：プロモーション活動

エリア全体で活用オープンにすることで

宿泊予約データの収集とオープンデータ化 2023年度〜（未来のデータ）

あわら温泉エリア、福井駅前エリア、越前海岸エリア、小浜エリア、三方五湖エリア （５エリア）

90日先までの予約状況を可視化
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予約管理システム
（PMS）

データ収集ロボット
（RPA）

宿泊施設

クラウドサーバー

予約データ
7/1 〇〇人 ××円
7/1 〇〇人 ××円
7/2 〇〇人 ××円
7/3 〇〇人 ××円
7/3 〇〇人 ××円

：

各施設から収集したデータを

集計し、エリア全体の数値を、
適切な形に加工した上で、
オープンデータとして公開

パソコンやスマートフォンから
閲覧可能

FTAS
（オープンデータ）

各施設のパソコンに、

データ収集ロボット（RPA）を
インストール

自施設のデータのみ参照可能
（メールアドレスとパスワードで管理）

エリア全体のデータ参照可能

エリアPMS構築

データ収集方法
2023年度〜

GitHub上に
オープンデータ化
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AIカメラでの入込み数把握 2024年度〜（過去のデータ）

福井駅東口観光案内所、東尋坊、レインボーライン



どんなデータがあるか？

〔未来が分かるデータ〕

〔過去が分かるデータ〕

定量的な情報 ： 宿泊予約状況 / 日次
恐竜博物館予約状況 / 日次
観光公式サイト  Google Analyticsデータ

定量的な情報 ： 入込数 ・日本観光振興協会オープンデータ / 月次
・AIカメラ / 日次
・Googleビジネスインサイト / 一定期間

宿泊数 ・観光庁宿泊統計調査 / 月次（2ヶ月後）

・宿泊予約実績 / 日次

消費額 ・POSデータ（道の駅やお土産屋さん）
・はぴコイン決済データ / キャンペーン毎

定性的な情報 ： アンケートデータ 国内 HAPPINESSアンケートデータ / 日次
海外 Welcomeアンケートデータ / 日次

Googleビジネス  口コミデータ / 一定期間
Instagram投稿データ / 一定期間
観光公式サイト  Google Analyticsデータ

※赤色  GitHub上にオープンデータとして公開
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FTAS（福井県観光データ分析システム）

観光の現状把握の為のデータ収集し
オープンデータとして公開

観光客の満足度向上に向けて
観光コンテンツの磨き上げ
新たな観光コンテンツ開発

稼ぐ観光を実現していく

https://www.fuku-e.com/FTAS

観光事業者のマーケティング環境整備

https://www.fuku-e.com/FTAS
https://www.fuku-e.com/FTAS
https://www.fuku-e.com/FTAS


今年度の取組み
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AIによるアンケート分析アドバイス

ChatGPT 5 を活用したアドバイス機能に切り替え

2023年度〜



1.FTAS観光データをAI分析
・ 宿泊予約状況、恐竜博物館予約状況、入込数などのオープンデータをAIが自動分析。
・ 視認性の高い観光動向レポートとして、記事やニュースレターで配信。

2. 生成AIツールによる観光DX支援
・ OpenAI、Claude、Geminiなど複数の生成AIを利用可能。
・ホームページ・SNS運用の効率化や、SWOT分析・価格戦略・新規事業開発などの

 プロセスをAIエージェントが支援。
・観光DX専門のAIコンサルタントによる導入・活用サポート。

令和和７年度観光庁 観光DX推進による地域活性化モデル実証事業 ②生成AI活用モデル

AI 活用にチャレンジ（１） ToB ToG

観光事業者の「労務時間削減」「生産性の向上」



FTAS AI分析レポート（β版）
FTASで収集/可視化しているデータを、週次or月次でAIが分析してレポート化
登録メールアドレス宛に、分析レポートをメール配信

1. FTAS観光データをAI分析

https://www.ftas-ai.com/

https://www.ftas-ai.com/
https://www.ftas-ai.com/
https://www.ftas-ai.com/


FTAS AI分析レポート（β版）
1. FTAS観光データをAI分析



FTAS AI分析レポート（β版）
1. FTAS観光データをAI分析
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観光事業者の方や自治体職員が毎日の業務を効率よく進められるように、また外部に頼らず自分たちでマーケティングができるように、福井県

観光DXコンソーシアム（構成員：合同会社basicmath）が製作した生成AIツールを提供し、その使い方までサポート。
 提供する生成AIツール：「使えない」をゼロにする生成AIスイート mitsumonoAI

「業種」別サポートAI

「業務」別サポートAI

２．生成AIツールによる観光DX支援

生成AIが観光の”相談役”になってみなさんをサポート！

コンサルティングAI
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２．生成AIツールによる観光DX支援 コンサルティングAI
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２．生成AIツールによる観光DX支援 コンサルティングAI



1. サイト内検索アシスタントAI
・ 福井県公式観光サイト「ふくいドットコム」内に、AIの検索アシスタント設置
・ 利用者の行動、関心事、ユーザー像の可視化

2. 観光プラン提案作成AI
・ 4年間収集してきた観光客アンケートをもとに、福井県観光プランを提案
・福井工業大学と福井県観光DXコンソーシアムが共同開発

令和和７年度観光庁 観光DX推進による地域活性化モデル実証事業 ②生成AI活用モデル

AI 活用にチャレンジ（２） ToC

観光者の「旅行計画づくりの手間と時間を削減」
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1. サイト内検索アシスタントAI

AI検索アシスタント

言語選択を可能に
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1. サイト内検索アシスタントAI

AI検索アシスタント
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2. 観光プラン提案作成AI FTEH
～福を招く福井観光計画エンジンβ版～

（FUKUI Travel planning Engine for HAPPINESS）

福井県観光連盟が、HAPPINESSアンケートキャンペーン
（https://39-fukui.com/ ）で4年間収集してきた観光客アン
ケートをもとに、福井県観光プランを提案する生成AI

福井工業大学と福井県観光DXコンソーシアムが共同で開発

2023年から共同研究

https://39-fukui.com/
https://39-fukui.com/
https://39-fukui.com/


オープンデータ

FTEH（エフティ）福井県観光AIアドバイス
（2023年9月～）

（2025年10月～）
（2025年12月～）

FTASデータ利用領域

（2025年9月～）

福井県公式観光サイト
「ふくいドットコム」

サイト内検索
アシスタントAI

（2025年11月～）

観光事業者支援

コンサルティングAI

観光事業者/観光行政の支援（コンサルティングの自動化） 観光客の支援（観光案内の自動化）

福井県観光「稼ぐ観光」に向けた生成AIの活用



FTASを通してやっていること



※2024年春北陸新幹線敦賀延伸予定

観光プレイヤー

DMO（行政）

地域DMO

観光関連データ収集

商品・サービス開発
磨き上げ

AIなど活用した

需要予測

コスト削減等による

収益の拡大

集客ポイント開発

STEP１ STEP２ STEP３ STEP4

データを基にした
政策立案と展開

データを基にした
事業展開

2023年度〜 2024年度〜

データを利活用できる行政職員の育成

福井県観光分析システム
略称：FTAS（エフタス）

（DMP）

キャッシュポイントづくり
データを利活用できる観光プレイヤーの育成

集客ポイントづくり

CRMの展開
満足度
推奨意向の向上

見える化
分析

2025年度〜 2026年度〜
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行政

データ活用による「稼ぐ観光」の中長期展開イメージ



来訪意向と福井県に求めるも満足度とその理由

観光客の満足度向上に向けて、観光の現場で課題解決！ 30



福井県公式観光サイト「ふくいドットコム」の運用

その時々で、何を打ち出していくか？

〈判断材料〉
Googleアナリティクスデータ
・流入検索ワード
・写真のクリック数（ページ閲覧数）
・過去の実績データ

SNSの反応
・いいね数
・シェア数

HAPPINESSアンケート
・アンケート回答数
・推奨意向（NPS）数値

毎週、データを基に編成会議を実施
・翌週、翌々週に、公式サイト上で何を掲載いくか？
・SNSで何を投稿していくか？

推奨意向ランキング
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データを基に、現状分析と戦略立案支援活動

■芦原温泉旅館組合（マーケティング委員会） ■勝山市観光まちづくり（勝山DMO）

恐竜博物館の予約データを基に協議周辺温泉地の宿泊データも併せての現状分析と新たな施策の協議

あわら市観光協会の方も含めて協議

■まちづくり小浜 おばま観光局（小浜DMO）
KDDIの人流データを基に、夏の実態分析

■越前おおの観光ビューロー
データで現状把握しながら、SWOT分析を実施 ■コンテンツ造成補助事業でデータ分析項目の必須化

https://code4fukui.github.io/fukui-kanko-reservation/
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FTASの利用説明会の実施

■福井県よろず支援拠点（福井県産業支援センター）

■福井銀行C&C

県内企業を支援するコンサルタントへのFTAS説明との意見交換

中小企業支援をする、よろず相談委員向けにFTAS説明と意見交換

■講演・研修会などでデータで現状伝達と
データ活用の働きかけ

講演・研修・勉強会など  2023年度 32回実施、2024年度 70回実施、2025年度 27回実施

福井商工会議所青年部 福井市議会特別委員会 仁愛大学講義

ふくいMaas協議会

あわら市で観光ビジョン作成WS

福井県観光アカデミー講義

各種オンラインセミナー県内交通事業社勉強会

まちづくり有志の勉強会

若狭湾サイクリングルート推進協議会

ロータリークラブ卓話

https://code4fukui.github.io/fukui-kanko-reservation/


FTASを活用した人財育成

■福井工業大学（経営情報学部）

経営情報実践学演習基礎（経営システムコース/マーケティング）
FTASを活用して、観光データ分析と観光マーケティング戦略提案
という講義を展開

■北陸大学（データドリブンLab ）

福井県観光DXコンソーシアムと北陸大学
で連携覚書を締結

事業連携の一環として、株式会社
地域創生Coデザイン研究所の玉井
誠氏、市彩華氏、村田浩樹氏が、
同好会「データドリブンLab」の
学生向けに特別講演と実習を開催

■その他 ・神戸大学、福井大学、早稲田大学、小松大学など、全国各地の学生たちの修士論文で活用
・来年度からの東京都教育委員会の高校生向け学習教材でも紹介



オープンデータによる
エリアマネジメントへの挑戦



keyword

オープンデータ

オープンソース

オープンロジック

36

「自助」と「公助」の「共助」による

データの共有財産化
36



アンケート協力
データ提供

オープンデータ化
シビックテック
（現状や課題の見える化）

満足度の高い
観光コンテンツ開発
（モノ・コト）

行政・地域DMO
観光プレイヤー

Code for Fukui

観光客・県民
観光プレイヤー

みんなで創る福井県観光

PR、誘客、販促
コンテンツ開発支援

観光連盟・広域DMO

37



自律分散型相互運用

１つの目標に向かい
みんなが出来る力を持ち寄って
それぞれが主体的に活動する

38



観光の国際学会THE INC2024で発表

福井のオープンデータを活用したデスティネーションマネジメントを

「The Fukui Model」として、國學院大學 観光まちづくり学部 小林裕和教授が発表

2024年6月5日−7日 
@アムステルダム

「民間主導のオープンデータが、地域の社会関係資本の
形成を促し、観光地経営のイノベーションを促す、それ
を「コネクショナイゼイション」と名付けて提唱」

されて、世界的に評価され始めている

官主導の静的オープンデータ

民間主導の動的オープンデータ

オープンデータによる
エリアマネジメントの推進

39



● 開催日時
令和６年１１月１３日（水）〜１５日（金）

● 開催地
イタリア・フィレンツェ

● 参加国・機関
Ｇ７国（イタリア(議長国)、フランス、米国、英国、ドイツ、日本、カナダ）、ＥＵ、ブラジル、エジプト、インド、サウジアラ
ビア、ＯＥＣＤ、UN Tourism、ＷＴＴＣ

● 参加閣僚等（Ｇ７各国）
イタリア：ダニエラ・サンタンケ 観光大臣（議長国）
フランス：マリーナ・フェラーリ 経済・財務・産業大臣付 観光経済担当大臣
米国 ：アレックス・ラズリー 商務省 旅行・観光担当次官補代理
英国 ：ロバート・スペクターマン＝グリーン 文化・メディア・スポーツ省 メディア＆国際部長
ドイツ ：ディーター・ヤネチェク 経済気候保護省 海事経済・観光担当コーディネーター
日本 ：秡川直也 観光庁長官
カナダ ：ソラヤ・マルティネス・フェラダ 観光大臣兼ケベック州経済開発庁担当大臣
ＥＵ ：フーベルト・ギャムズ 欧州委員会 域内市場・産業・アントレプレナーシップ・中小企業総局 副局長

Ｇ７観光大臣会合で
福井県観光DXの取組の事例発表

Ｇ７の枠組みとしては初となる

https://www.mlit.go.jp/kankocho/news03_00010.html
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仏とは、
全ての縁を「善縁」にしていく
思考と覚悟

仏教の教えとは、
「苦から楽へ、共に幸せになる道」

仏教の教えを一言で言うと
「縁起」

曹洞宗大本山 永平寺

副監院 西田正法 老師
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